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11月　　11日　　は、介護の日
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いい日 いい日

※詳しくは、裏表紙をご覧ください。

韮崎市をあげての感謝の２か月間

新型コロナウイルスと戦う　　　　　　　
すべての人に心からの〝ありがとう〟
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いい日いい日は、 介護の日
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65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
状
況

第
１
号
被
保
険
者
数

８
，８
３
２
人

要
介
護
認
定
者
数

（
要
支
援
１
〜
要
介
護
５
）

１
，２
１
７
人

要
介
護
認
定
率
：
13
．５
％

（
令
和
２
年
８
月
末
現
在
）

　
毎
年
11
月
11
日
は
、「
介
護
の
日
」
で
す
。

　
介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
介
護
従
事
者
、
利
用
者
そ
の
家
族
を

支
援
し
、
地
域
社
会
で
支
え
合
い
、
交
流
を
促
進
す
る
日
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
人
は
誰
で
も
年
を
取
り
、
身
体
の
機
能
は
衰
え
て
い
き
ま
す
。「
も
し
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
不
安
を
お
持
ち
の
方
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
介
護
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
で
す
。
地
域
に
暮
ら
す
一
人
と
し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、

こ
の
日
を
介
護
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
！

　

介
護
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
介
護
予

防
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
、
健

康
寿
命
の
延
伸
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　大草デイサービスセンターこぶし荘の様子。
　ゲーム感覚で楽しみながら、健康維持と身体機能の
　向上に取り組んでいます。

11
月
　
　
11
日
　
　
は
、
介
護
の
日

いい日

いい日

65歳以上の要介護認定状況
　　　　　　　　 (韮崎市)

要介護1
231人

要介護2
273人

要介護3
263人

要介護4
192人

要介護5
125人

要支援1
56人 要支援2

77人

■ 要支援1
■ 要支援2
……………
■ 要介護1
■ 要介護2
■ 要介護3
■ 要介護4
■ 要介護5

　　　　　　　　 (韮崎市)



　　いい日いい日は、 介護の日
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Α
く
あ
る
࣭
問

　

̦
＆
Ａ

Q
１

հ
ޢ
อ
ݥ
と
は
ʁ

40
歳
以
上
の
方
が
ඃ
保
ݥ
者
と

な
り
、
介
護
が
ඞ
要
な
ঢ়
ଶ
に
な

っ
た
と
き
に
、
介
護
保
ݥ
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
੍
度
で
す
。　

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
ま
ͣ
「
要
介
護
ೝ
定
」
を
受

け
る
ඞ
要
が
あ
り
ま
す
。

Q
２
հ
ޢ
อ
ݥ
料
は

ど
の
Α
͏
に

͏
の
ʁ

65
歳
以
上（
第
１
߸
ඃ
保
ݥ
者
）

の
方
に
は
、
年
に
２
ճ
（
４
月
、

７
月
）
保
ݥ
料
の
お
知
ら
せ
を
ૹ

付
し
ま
す
。

ऩ
方
法
が
「
ಛ
ผ


ऩ
」
の
方
は
年
金
か
ら
ఱ
Ҿ
き

さ
れ
ま
す
。「
ී
通

ऩ
」
の
方

は
、
ಉ
෧
の
ೲ
付
書
ま
た
は
口
座

ৼ
ସ
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

40
～
64
歳（
第
２
߸
ඃ
保
ݥ
者
）

の
方
の
保
ݥ
料
は
、健
康
保
）ݥ
ҩ

ྍ
保
ݥ
）
の
保
ݥ
料
に
ؚ
ま
れ
て

い
ま
す
。

Q
３
要
հ
ޢ
ೝ
定
を

　

ड
͚
る
に
は

　
　
　
　
ど
の
Α
͏
に
す
る
の
ʁ

　

介
護
や
支
ԉ
が
ඞ
要
な
ঢ়
ଶ
に

な
っ
た
と
き
、
長
寿
介
護
課
の
窓

口

申

し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

介
護
ೝ
定
調
ࠪ
員
が
身
体
の
ঢ়
ଶ

を
֬
ೝ
す
る
た
め
調
ࠪ
に

い
ま

す
。
申

か
ら
ೝ
定
の
決
定
が
出

る
ま
で
は
、
お
よ
ͦ
１
～
２
か
月

΄
ど
か
か
り
ま
す
。

※
40
～
64
歳
の
方
は
、
対

と
な

　

る
ಛ
定
࣬
病
が
原
Ҽ
で
介
護
や

　

支
ԉ
が
ඞ
要
に
な
っ
た
と
き
に

　

申

で
き
ま
す
。

　

ୈ
̔
期
ߴ
ྸ
者

ࢱ
ܭ
ը
・

　

հ
ޢ
อ
ݥ
事
ۀ
ܭ
ը
の

　

ࡦ
定
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
ߴ
ྸ
者
に
ؔ
す
る
ࢪ

策
を
総
合
的
か
つ
ܭ
画
的
に
ਪ
進

す
る
と
と
も
に
、
介
護
保
ݥ
事
ۀ

が
ద
ਖ਼
に
ӡ
用
さ
れ
、
市
民
の
օ

さ
ん
が
҆
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
ߴ
ྸ
者
福
祉
ܭ

画
・
介
護
保
ݥ
事
ۀ
ܭ
画
を
３
年

ຖ
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
介
護
保
ݥ
サ
ー
ビ
ス
の

見
込
み
ྔ

を
ਪ
ܭ
し
、
事
ۀ
者

や
福
祉
ஂ
体
の

表
者

で
ߏ


さ
れ
る
策
定
࠙
話
会
を
中
心
に
、

第
８
ظ
ܭ
画
（
ྩ

３
～
５
年

度
）
の
策
定
作
ۀ
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
ߴ
ྸ
者
が
住
み
׳
れ
た

地
Ҭ
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
ݥ
担
当

　
（
保
健
福
祉
η
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３Ŗ

４
３
１
３

　

本
町
の
Ԭ
田
ૣ
බ
さ
ん
が
、
８
月

20
日
（
木
）
に
１
０
０
歳
の

生
日
を

迎
͑
ら
れ
ま
し
た
。
お
し
ゃ
れ
が
大


き
で
、
家
族
と
Ұ
ॹ
に
シ
ἀ
ッ
ϐ
ン
グ

η
ン
タ
ー

出
か
け
て
、
༸

を
選
ん

で
い
る
ͦ
う
で
す
。
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ζ

に
ເ
中
に
な
っ
た
時
ظ
も
あ
っ
た
と
い

う
Ԭ
田
さ
ん
。
ご
自

に
は
カ
ラ
フ
ル

で
か
わ
い
い
デ
ザ
イ
ン
の
作
品
が
た
く

さ
ん
০
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
݃
を

う
と
「
い
つ
で
も


ح
心
Ԣ

で
い
る
こ
と
。
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
年
ྸ
を
気
に

せ
ͣ
何
で
も

ઓ
す
る
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
ຖ
月
、
່
さ
ん

と
Ұ
ॹ
に
、
親
ੰ
か
ら
も
ら
っ
た
ϫ
イ

ン
グ
ラ
ス
で
ന
ϫ
イ
ン
を
ס
ഋ
し
な
が

ら
、
美
ຯ
し
い
も
の
を
৯
べ
る
ἔ
月


生
日
ἕ
を
ܭ
画
し
て
い
る
ͦ
う
で
す
。

　

Ѵ
町
の
ޭ
刀
た
つ
み
さ
ん
が
、
８

月
24
日
（
月
）
に
１
０
０
歳
の

生
日

を
迎
͑
ら
れ
ま
し
た
。
ฤ
み
物
が
大


き
で
、
ຖ
日
ベ
ス
ト
や
ۺ
下
を
ฤ
み
、



し
た
ら
家
族
や
通
っ
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
৬
員
さ
ん

プ
レ
θ
ン
ト

し
て
い
る
ͦ
う
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
カ
ラ
オ
έ
を
楽
し
ん
で
い
る
と

い
う
ޭ
刀
さ
ん
。

　

長
寿
の
秘
݃
を

う
と
「
家
族
の
ཧ

ղ
や
支
͑
の
も
と
で
、

き
な
こ
と
を

自
༝
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　


が
ѱ
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ۙ
所

の
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
、
手
ԡ
し
ं
を
ԡ
し

な
が
ら
า
い
て
ങ
い
物
に
行
き
、
今
で

は
ళ
員
さ
ん
と
も

ྑ
く
な
り
、
話
を

す
る
間
ฑ
に
な
っ
た
ͦ
う
で
す
。

⬇່͞Μと͓ଙ͞ΜとҰॹに

⬇Ԭా͞Μが作ͬͨΞイϩンϏーζの作

の生日のϓϨθントࡀ100⬆

ޭ͞Μが作ͬͨखฤΈのϕεト⬆

元気な 　　歳に突撃！
ご長寿インタビュー 　

100なな 歳歳100100100100100100100100100100100100100100100　　100　　100　　100　　100100
ご長寿インタビュー 　
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家族介護者健康相談事業
　在宅հ護をߦっているհ護者で、৺状
ଶにෆ҆がある方にରし、ઐ家（看護ࢣ）
が月１回程度๚します。
　費用は無料です。

認知症徘徊SOSネットワーク
　ಓがΘからずߦ方ෆ໌になったೝ知の
高ྸ者を少しでもૣくൃݟし、҆全を֬保
するとともに家の負担ܰ減をਤるための
ネットϫークです。市内ࡧ協力ؔػに
ୡし、ଟくの目で高ྸ者をݟ守り・ૣ期ൃ
。いますߦをݟ
　事前登録制で費用は無料です。

認知症カフェ
　ೝ知カフェとは、ೝ知の方やその家、
また地Ҭ住民やέアઐ家が情報交換しなが
らूう場です。おをҿみながらみをڞ༗、
相ஊしませんかʁ
　開催場ॴによりҿ食代がかかります。

■問い合わせ　長णհ護課 հ護支援担当
（保健福祉センター内) 　　    ☎23Ŗ4313

⬆͜͢͢ΧϑΣ（͜͢͢ຊொ௨ΓσイαʔϏε）

　հ護ർΕがຫੑԽするલに、ઐ家にհ護のΈを૬ஊしͨりಉ͡Έを
๊える間とڞ༗してΈませΜ͔ʁまͣは市に͝૬ஊͩ͘͞いʂ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ө
ڹ

で
֎
出
し
な
く
な
り
、
体
を
動
か

す
ػ
会
が
গ
な
く
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
「
ർ
れ
や
す
く
な
っ
た
」

「
৯
事
が
お
い
し
く
な
い
」「
人
と

の
ؔ
わ
り
が
ԯ
߷
に
な
っ
た
ộ
」

な
ど
の
よ
う
に
、
心
身
の
ػ
能
が

ਰ
͑
、
生
活
す
る
能
ྗ
が
低
下
し

た
ঢ়
ଶ
を
ứ
フ
レ
イ
ル
Ừ
と
ݴ
い

ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
は
、
ద
切
な
対
策
を

と
る
こ
と
で
、
ݩ
の
ঢ়
ଶ
に

り
、

生
活
ػ
能
の
ҡ
持
・
向
上
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
ૣ
く
か
ら
対
策
を

と
る
こ
と
で
、
介
護
予
防
に
も
な

り
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防

フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
ݩ
気

に
ա
ご
す
た
め
に
フ
レ
イ
ル
予
防

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
ʂ

　

市
で
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
つ

な
が
る
、
介
護
予
防
事
ۀ
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
介
護
課
介
護
予
防
担
当

（
保
健
福
祉
η
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３Ŗ

４
３
１
３

■ ϑϨイϧ؆қνΣοク

１ 6͔月間Ͱମॏ͕２ʙ̏ᶵҎ্ͨͬݮ □

２ ർΕͨΑ͏ͳײ （݇͡ଵײ）͕ ଓ͘ □

̏ ے （ྗѲྗ）͕ Լͨ͠ □

４ Ҏ前ʹ比ͯา͕͘͘ͳͬͨ □

̑ Ҏ前ʹ比ͯମΛಈ͔͢͜ͱ（׆ಈྔ）͕ ͨͬݮ □

߲̏Ҏ্֘ɿh ϑϨイϧʱཁհޢঢ়ଶʹͳΒͳ͍Α͏ʹ৺ͷػͷվળʹΊ·͠ΐ͏ɻ
１ʙ２߲֘ɿʰϓϨϑϨイϧʱϑϨイϧ༧ʹऔΓΈ·͠ΐ͏ɻ   
֘ͳ͠ɿʰ݈߁ʱࠓͷྑ͍݈߁ঢ়ଶΛҡ࣋͠·͠ΐ͏ɻ

介護者の皆さんを支援します‼介護者の皆さんを支援します‼介護者の皆さんを支援します‼



　　いい日いい日は、 介護の日
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　11 月͔Β、֤۠のެ民ؗに͓いてʰい͖い͖ஷےクラブʱの後期がεタートします。
　すでに࢝まͬている۠͋りますが、ۙなެ民ؗでָし͘ӡಈし、ίπίπ「ஷے」で͖るػ会です。
ま֤ͨ۠ 1 回、口の健康について学Ϳ「健口ࣨڭ」と栄養について学Ϳ「γϧόークοΩンάࣨڭ」ซ
せて開࠵します。ۙなެ民ؗで健康ͮ͘りやϑϨイϧ༧がで͖るઈのνϟンεです。օ͞Μで健康長
णを目ࢦしましΐ͏ʂ
˞γϧόʔクοΩンάࣨڭʹ͍ͭͯɺௐཧ࣮शߦΘͣɺٛߨͷΈͱͳΓ·͢ɻ
˞৽ܕίϩφイϧεײછ֦େࢭͷͨΊɺձ場日ఔͷมߋ・தࢭΛ͢Δ場߹͕͋Γ·͢ɻ
　ඞཁ࣌ɺ͍߹Θͤઌ·Ͱ͝࿈བྷΛ͓͍͠ئ·͢ɻ

■対　象　おおむね65ࡀ以上の方
■内　༰　体力ଌ定（第５～７回のうち１回）、健康体ૢ、ے力上運動 など
■時　間　９時30分～10時30分
■୲者　健康運動指ಋ࢜・シχア健康サポーター・市保健ࢣ等
、ができるもの、体ૢができるڅ・　水分ิͪ࣋■
　　　　　　　　室内用運動ۺ（韮崎̖はෆཁ）
※マスクの着用をおئいします。
。Թした上でご参加くださいݕ※
　ൃ熱や෩अ状など、体調がѱい方は参加をݟ合Θせてください。
■申込Έ　ෆཁです。直接会場へおӽしください。

。いますߦのため時間をॖしてࢭછ֦大防ײίロφウΠルスܕ年度は৽ࠓ※
※合のྑい場ॴで参加Մです。※෩、ઇ等、ߥఱの場合は中ࢭとします。
※　　　の日は「いきいき健口教室」として、口の健康についてษ強します。
※　　　の日は「シルόークッキング教室」として、栄養についてษ強します。
※韮崎Ｂ、藤井町、݀山町の日程はऴྃしていますが、それぞれ自ओ活動をߦっています。
　日程等ごෆ໌な点がありましたら、い合Θせઌまでご連絡ください。

【ྩ和２年 い͖い͖ஷےクラブ（後期）開࠵日Ұཡද】

■問い合わせ
　長णհ護課
　հ護予防担当
　	保健福祉センター内）
　☎23-4313

使ってためよう筋力貯筋

ެຽؗ名 ։࠵日
第１ճ 第２ճ 第̏ճ 第̐ճ 第̑ճ 第̒ճ 第̓ճ 第�ճ

韮崎 "
（χίリ 3 ֊ଟ目తホール）

11月2日
月曜日

円野町
（つぶらの会館）

11月6日 11月20日
金曜日 金曜日

ਆ山町
（武ాのཬふれあいホール）

11月4日 11月18日 12月2日 12月16日 1月6日 1月20日 2月3日 2月17日
 水曜日  水曜日  水曜日  水曜日  水曜日  水曜日  水曜日 水曜日

大草町
（大草ふれあいセンター）

11月10日 11月24日 12月8日 12月22日 1月5日 1月19日 2月2日 2月16日
Ր曜日 Ր曜日 Ր曜日 Ր曜日 Ր曜日 Ր曜日 Ր曜日 Ր曜日

清哲町
（清哲会館）

11月12日 12月3日 12月24日 1月7日 1月28日 2月4日 2月25日 3月11日
木曜日 木曜日 木曜日  木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日

中ా町
（中ా公民館）

11月16日 11月30日 12月14日 12月21日 1月18日 2月1日 2月15日 3月8日
月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日

ཽԬ町
（ཽԬ公民館）

11月26日 12月10日 12月24日 1月14日 1月28日 2月4日 2月25日 3月18日
木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日

穂坂町
（穂坂町ίϛϡχテΟセンター）

11月27日 12月11日 12月25日 1月8日 1月22日 2月12日 2月26日 3月12日
金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日

Ѵ　町
（Ѵ公民館）

12月7日 12月21日 1月25日 2月8日 2月22日 3月1日 3月15日 3月22日
月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日

『いきいき貯筋クラブ（後期）』がスタートします！
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インフルエンザ予防接種費助成・骨髄バンク事業

高齢者のインフルエンザ予防接種費助成のご案内
ԌやഏԌをซൃし、ॏԽすることが͋りࢧؾ者がインϑϧΤンβに͔͔るとී௨の風अにൺてྸߴ　
ます。ใ10月߸で༧छඅॿ成の͝Ҋ内をしͨとこΖですが、ࠓ年はࢁསݝに͓いてॿ成අ用の্
せ͋りますので、͝رの方はૣΊにࢦఆҩྍؔػに༧をしてͩ͘͞い。

■対 象 者　①接種日現在65ࡀ以上の方　
　　　　　※ର者には、９月Լ旬に予ථを送付しています。
　　　　　②接種日現在60ࡀ以上65ࡀະ満の方で৺ଁやਛଁ、ٵݺ器のػまたはώト໔Ӹෆ全ウΠルス

　　　　　による໔Ӹػに一ڃ程度の障がある方
　　　　※接種をご希望の方は、体障者手ாを࣋参のうえ、健康づくり課にお申し出ください。

期間　10月１日(木)～令和３年１月31日(日)ࢪ࣮■
。予ථに同෧のご案内にてご֬ೝください　ؔػఆҩྍࢦ■
■छඅ用 2�00ԁまでは市がෛ୲します。
�00年は、2ࠓ　　　　　　ԁを্回る分について、1�00ԁ
　　　　　を্ݶにࢁསݝによるิॿが͋ります。
■छ方๏　①指定医療ؔػに予約してください。

　　　　　②༣送されたʰ予ථʱに必ཁ事߲をه入してください。
　　　　　③接種当日は、予ථ・健康保険ূ等を必ず࣋参してく
　　　　　　ださい。

■問い合わせ
　健康づくり課 健康増進担当

（保健福祉センター内）
☎23-4310

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の
ド
ナ
ー
の
方
へ

　

ࠎ

バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
と

ࠎ


の
ఏ
ڙ
を
ਪ
進
す
る
た
め
、

ྩ

２
年
４
月
以
߱
に
ࠎ

バ
ン

ク
事
ۀ
に
お
い
て
ࠎ


を
ఏ
ڙ

し
た
市
民
の
方
を
対

に
、
助


金
を
ަ
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
֘
当
す
る
方

・
ࠎ

バ
ン
ク
事
ۀ
に
お
い
て
ࠎ



の
ఏ
ڙ
を

ྃ
し
、
証
明

書
類
の
ަ
付
を
受
け
た
方

・
ࠎ


の
ఏ
ڙ

ྃ
日
お
よ
び

助

金
の
申

日
に
お
い
て
、

市
内
に
住
所
を
༗
す
る
方

・
ࠎ


の
ఏ
ڙ
に

る
ٳ
Ջ
੍

度
を
ઃ
け
て
い
る
ا
ۀ
、
ஂ
体


に
ଐ
し
て
い
な
い
方

・
ଞ
の
助

金

の
ަ
付
を
受
け

て
い
な
い
方

・
市
੫

の

ೲ
が
な
い
方

11
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
「
に
ら
さ
き
い
き
い
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
օ

さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、


に
申
し
༁
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

ご
ཧ
ղ
と
ご
協
ྗ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

３
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
開
催
予
定
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ঢ়
گ
に
よ
っ
て
は
ม

ߋ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
ྃ
ঝ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
ͮ
く
り
課
保
健
ࢦ
ಋ
担
当

（
保
健
福
祉
η
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３-

４
３
１
０

■
助

ۚ
の
ֹ

　

ࠎ


の
ఏ
ڙ
の
た
め
、通
Ӄ
・

入
Ӄ
・
໘
談
に
要
し
た
日
数
１
日

に
つ
き
２
ສ
円
（
上
ݶ
14
ສ
円
）

■
申

ํ
๏

　

助

金
の
ަ
付
申

書
に
、
次

の
ඞ
要
書
類
を
ఴ
付
し
、
申

し

て
く
だ
さ
い
。

・
ࠎ

バ
ン
ク
が
発
行
す
る
ࠎ



の
ఏ
ڙ
が

ྃ
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
写
し

・
ࠎ


の
ఏ
ڙ
に

る
通
Ӄ
、

入
Ӄ
ま
た
は
໘
接
を
し
た
日
を

証
明
す
る
書
類
の
写
し

・
健
康
保
ݥ
証
の
写
し

・
ͦ
の
ଞ
ඞ
要
書
類

　

詳
ࡉ
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
ͮ
く
り
課
健
康
૿
進
担
当

（
保
健
福
祉
η
ン
タ
ー
内
）

　
　
　

☎
２
３Ŗ

４
３
１
０

シニア世代（55歳以上）のための
「からだ測定会・出張就労相談会」

を開催（参加無料・要予約）

　からだଌ定会では体力の΄か、
の自ࠓ、やॲ理力をଌ定しੑݸ
分をଟ֯తにݟることができます。
また同日、出ு就労相ஊ会もߦい
ますので、ͥひご参加ください。

■日時　11月12日(木）
　第1෦ 13時～14時30分
　第2෦ 15時30分～17時
※からだଌ定会、出ு就労相ஊ会
　ともに定員がありますので、事
　前予約をおئいします。
■場所　山梨県ཱਤॻ館
■申込Έ・問い合わせ
　やまなしシχア世代
　就労推進協ٞ会
　☎055Ŗ223-1777

に
ら
さ
き
い
き
い
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

中
止
の
お
知
ら
せ
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都市計画区域マスタープラン・やまなしデータ de ヘルス

甲
府
盆
地
７
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
お
知
ら
せ

　

ࢁ
ས
ݝ
Ͱ
は
、
韮
崎
市
を
ؚ
Ή
ߕ

ຍ

７

市
ܭ
ը
۠
Ҭ
の
今
後
の

市
ܭ
ը
の
ํ

を

示
し
た
「

市
ܭ
ը
۠
Ҭ
マ
ス
タ
ー
ϓ
ラ
ン
」（
ݪ
Ҋ
）
を
औ
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ܭ
ը
に
ݝ
民
の
օ
さ
ん
の
͝
ҙ
ݟ
を

映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ݪ
Ҋ
を
ॎ
ཡ
し
、

公
ௌ
会
を
։
催
し
ま
す
。
ま
た
、આ
໌
資
料
（
Ի


͖
）
を
ݝ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
に
ܝ
ࡌ
し
ま
す
。

︻
આ
໌
資
料
ܝ
ࡌ

︼

■
日
時　

11
月
12
日（
木
）～

■
公
ද
場
所　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

	Ittp
s���X

X
X

.p
rFG.　

　

yaN
anasIi.jp

�tosIikFi�
inEFY.ItN

l


■


場
所

　

山
梨
県
県
土

උ
部

市
ܭ

　

画
課
、
中
北
ݐ
ઃ
事
務
所
、
市

　

ݐ
ઃ
課

市
ܭ
画
担
当

■
ҙ
ݟ

ఏ
ग़
期
間　

11
月
12
日（
木
）～
26
日（
木
）

■
ҙ
ݟ

ఏ
ग़
ઌ　

　

山
梨
県
県
土

උ
部

　


市
ܭ
画
課

☎
０
５
５Ŗ

２
２
３Ŗ

１
７
１
６

０
５
５Ŗ

２
２
３Ŗ

１
７
２
４

　

メ
ー
ル
⽅tosI
ikFi@

p
rFG.

　
　
　
　
　

yaN
anasIi.lg.jp

︻
ݪ
Ҋ
の
ॎ
ཡ
︼

■
ॎ
ཡ
期
間

11
月
12
日（
木
）～
26
日（
木
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
আ
く
）

■
縦
覧
場
所

　

山
梨
県
県
土

උ
部

市
ܭ

　

画
課
、
中
北
ݐ
ઃ
事
務
所
、
市

　

ݐ
ઃ
課

市
ܭ
画
担
当

︻
公
ௌ
会
︼

■
日
時

12
月
21
日（
月
）

　
　
　
　

19
時
～　

■
場
所　

北
ڊ
ຎ
合
ಉ
ி
　ࣷ
　

　
　
　
　

１
０
１
会
議
室

　

韮
崎
市
本
町
四
ஸ
目
２Ŗ

４

※
ҙ
見
書
の
ఏ
出
が
な
い
場
合
、

　

公
ௌ
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

※
開
催
の
༗
無
に
つ
い
て
は
、
県

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

　

ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　

大
防
止
の
؍
点
か
ら
、
人
数
の

　

੍
ݶ
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
ご
ྃ
ঝ
く
だ
さ
い
。

︻
公
ड़
の
申
し
ग़
︼

　

公
ௌ
会
で
当
事
案
に
つ
い
て
ҙ

見
を
ड़
べ
る
こ
と
を
ر
望
さ
れ
る

場
合
は
、
公
ड़
の
申
し
出
が
ඞ
要

で
す
。

■
対
象　

韮
崎

市
ܭ
画
۠
Ҭ
の

　

住
民
お
よ
び
利

ؔ

人

■
ఏ
ग़
ํ
๏　

ҙ
見
の
要
ࢫ
、
住

　

所
お
よ
び
氏
名
を
記
ࡌ
し
た
書

　

໘
を
持
参
、
ま
た
は
༣
ૹ
に
て

　

ఏ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ఏ
ग़
期
間

11
月
12
日（
木
）～
26
日（
木
）

※
ফ
ҹ
༗
ޮ

■
ఏ
ग़
ઌ

　

山
梨
県
中
北
ݐ
ઃ
事
務
所

   


市

උ
課

　

˟
４
０
０Ŗ

０
０
６
５

　

ߕ

市
ߩ
川
ೋ
ஸ
目
１Ŗ
８

☎
０
５
５Ŗ

２
２
４Ŗ
１
６
７
１

■
問
い
合
わ
せ　

　

山
梨
県
県
土

උ
部

　


市
ܭ
画
課　

☎
０
５
５Ŗ

２
２
３Ŗ

１
７
１
６

やまなしデータdeヘルス事業 参加者募集！！
山梨県では、市町村国保加入者の健康づくりを推進するため、アプリで

健康づくりを行う「やまなしデータdeヘルス事業」の参加者を募集しています。

　日ʑのา数のܭଌや͋なͨにΦεεϝの健康ใがड͚औΕるศ利なઐ用ΞϓϦ「LFODPN」で、
ָしΈながΒ健康になりましΐ͏。※アプリの利用は無料です。௨৴費等は利用者の負担となります。
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エール商品券・ネーミングライツ

地元でお金をつかい、ふるさとを元気に！

チームにらさきエール商品券 チームにらさきエール商品券 販売開始販売開始‼‼

販売金額販売金額販売金額
（セット内容）（セット内容）（セット内容）

１冊の内容は、次の２種類です。
　①１冊13,000円分を10,000円で販売
　　(額面1,000円券×13枚の商品券。共通券8,000円分＋中小事業所専用券5,000円分）
　②１冊6,500円分を5,000円で販売
　　(額面1,000円券×４枚＋500円券×５枚の商品券。
　　 共通券4,000円分＋中小事業所専用券2,500円分）

対象者対象者対象者
（購入できる方）（購入できる方）（購入できる方）

市民または市内の事業所に勤務する方
※購入時に市内在住、市内在勤であることを確認させていただくことがあります。

購入限度額購入限度額購入限度額
１世帯あたり最大50冊（50万円）まで。
※販売開始後１週間は１世帯あたり５冊までの制限販売とします。

販売場所販売場所販売場所 ・産業観光課(市役所2階):平日8時30分～17時(11月8日と15日の日曜日は8時30分から販売します｡)
・韮崎市商工会:平日8時30分～17時・地域情報発信センター(ニコリ1階):第3月曜日を除く毎日9時～20時

発売日発売日発売日 11月８日(日）当日は、市役所と地域情報発信センター(ニコリ１階)で販売します｡
※地域情報発信センターは在庫僅少です。完売の場合は市役所で購入してください。

販売期間販売期間販売期間 制限販売期間：11月８日(日)～11月14日(土）
　１世帯あたり５冊までの販売となります（１冊5,000円の商品券は１日１冊まで)。
制限解除販売：11月15日(日)～令和３年２月19日(金）
　１世帯あたり45冊までの販売となります。
※制限販売期間中に完売した場合は、制限解除販売は行いません。

使用期限使用期限使用期限 令和３年２月21日(日）まで。 問い合わせ問い合わせ問い合わせ 産業観光課 商工観光担当
(213～216)

　
韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル

  

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」

  

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
を
募
集
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
公
共
施
設
の
安
定

し
た
運
営
を
確
立
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与
す
る
た

め
、
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
を
募
集
し
ま
す
。
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

は
、
公
共
施
設
に
愛
称
（
企
業

名
・
商
品
名
等
）
を
表
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
企
業
を
幅
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同

時
に
、
公
共
施
設
等
へ
の
経
済

的
支
援
を
通
じ
た
社
会
貢
献
活

動
を
行
う
事
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
施
設

　

韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル

■
募
集
期
間

11
月
２
日(

月)

〜
11
月
20
日(

金)

■
募
集
概
要

①
対
象
企
業

　

国
内
の
法
人
格
を
有
す
る
企

　

業
②
募
集
金
額
お
よ
び
愛
称
表
示

　
対
象
物

　
（
年
額
）
５
５
０
万
円
以
上

※
愛
称
表
示
対
象
物･･･

　

文
化
ホ
ー
ル
看
板
、
意
匠
、

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
周
辺
道
路

　

の
案
内
標
識
等

③
契
約
期
間

　

５
年
を
原
則
（
更
新
可
）

④
名
称

　

利
用
し
よ
う
と
す
る
名
称
に

　
『
韮
崎
』
を
入
れ
る

　
（
例
）
○
○
○
韮
崎
○
○
○
、

　

韮
崎
○
○
○
、
○
○
○
韮
崎

⑤
費
用
負
担

　

名
称
変
更
に
伴
う
経
費
（
既

　

存
の
封
筒
等
印
刷
物
お
よ
び

　

看
板
書
き
換
え
費
用
）
は
別

　

途
応
募
企
業
の
負
担
と
す
る
。

⑥
新
名
称
使
用
開
始
予
定

　

令
和
３
年
４
月

■
決
定
方
法

　

韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル
ネ
ー
ミ

　

ン
グ
ラ
イ
ツ
審
査
会
で
名
称
、

　

金
額
、
提
案
等
を
総
合
的
に

　

判
断
し
た
う

　

え
決
定
し
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当
内

（
内
線
２
６
６
）

　※共通券は全ての取扱い店で使用できます。中小事業所専用券は大型店では使用できません。
　※取扱い店舗は市ホームページやチラシ等でご確認ください。アプリからもご覧いただけます。

　新型コロナウイルス感染症による地域経済への影響を緩和し、地域における消費を
喚起・下支えするため、30％のプレミアムが付いた商品券を発行します。

取扱い店検索アプリ⬇
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税務収納課からお知らせ・エコパークたつおかからお願い

金
属
類
の
混
入
に
ご
注
意
を
！

金
属
類
の
混
入
に
ご
注
意
を
！

金
属
類
の
混
入
に
ご
注
意
を
！

定資産税は、ຖ年１月１日現在にଘ在する家等に課税されます。しかし、家を取りյしてもಧけݻ　
出がないとѲができないため、課税されてしまいます。
　登هされた家を取りյした場合には、年内に๏ہで໓ࣦ登هをߦってください。年内に໓ࣦ登هが
できない方やະ登هの家を取りյした方は、必ず「家໓ࣦಧ」を税ऩೲ課へఏ出してください。
※ॴ༗者やೲ税ٛ者がมΘった場合なども、ご連絡をおئいします。
■提ग़ॻྨ　家໓ࣦಧ（税ऩೲ課૭口に用意・市ホームページからダウンロードՄ）
■提ग़期12　ݶ月25日(金）
■問い合わせ・提ग़先　税ऩೲ課 資産税担当（内線156～158）

■੫ۚ等はೲ期ݶ内にೲΊましΐ͏
　税金等は、市民生活を支えるوॏなݯࡒです。必ずೲ期ݶ内にೲ付しましょう。

■ೲ੫にͨͬࠔΒૣΊに͝૬ஊをʂ
　やむを得ない事情（৬や病気等による減ऩなど）で、ೲ期ݶ内にೲ付ができない方は、ૣめにೲ税
相ஊにおӽしください。

■ೲするとೲॲ分をड͚ることが͋ります
　税金をೲする人の中で、ೲ税にԠじない、ೲ税相ஊに๚れな
い、ࡒ産（څ༩、༬ஷ金、生໋保険、ෆ動産、自動ं等）があって
もೲ税しないなど、ѱ࣭とஅされる場合は、ૣ期のஈ֊から差ԡ
えやࡧなどೲॲ分のରとします。

■口࠲ৼସを͝利用ͩ͘͞い
　ೲ税を口座ৼସにすると、ೲ税者のお࣋ちの口座から自動తに引
མしができるようになるので、ίンϏχや金༥ؔػ等にߦく手間も
লけ、ೲめれもなくなり、とてもศ利です。ご希望の方は、税
ऩೲ課までおい合せください。

■問い合わせ　税ऩೲ課 ऩೲ推進担当（内線163～166）

●11月・12月は、県下一斉の滞納整理強化月間です。
　税負担の公平性と安定的な税収入の確保のため、滞納整理を強化します。

●家屋を取り壊した方は・・・年内に滅失の届け出を税務収納課に！

税務収納課からお知らせ

エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か

エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か

エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か

　

Τ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か
の
ম
٫

ࢪ
ઃ
に
ӡ
ば
れ
て
く
る
可
೩
ご
み

に
、
ম
٫
ෆ
ద
物
（

金
、
ス
プ

リ
ン
グ
な
ど
の
金
ଐ
類
）
が
大
ྔ

に
ࠞ
入
し
て
い
る
と
、
ご
み
ॲ
ཧ

の
ӡ
స
が
で
き
な
く
な
り
、
ۓ
ٸ

ఀ
止
（
ۓ
ٸ
的
に
ম
٫
を
中
止
）

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ম
٫

を
ۓ
ٸ
ఀ
止
し
た
場
合
、

次
の
Ө
ڹ
が
ߟ
͑
ら
れ
ま
す
。

˔
ෆ
ద
物
の
ఫ
ڈ
や
ম
٫

の
म

ཧ
・

ݕ
が
ඞ
要
に
な
り
、
ଟ

大
な
時
間
と
費
༻
が
͔
͔
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

˔
ম
٫

の
ཱ
ち
্
͛
・
ཱ
ち
Լ

͛
を
ߦ
͏
た
め
に
、
౮
༉
が
ඞ

要
に
な
り
、
ߴ
ֹ
な
೩
料
代
が

͔
͔
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

˔
ॏ
大
な
事
ނ
を
ى
こ
す
場
合
が

あ
り
ま
す
。

˔
͝
み
の
ॲ
ཧ
が
Ͱ
͖
な
く
な
り
、

͝
み
の
ड
͚
入
れ
が
Ͱ
͖
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
ご
み
の
分
ผ
や


ݮ
に
ご
協
ྗ
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
վ
め
て
、
よ

り
Ұ

の
ご
み
の
分
ผ
に
、
ご
協

ྗ
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課
生
活

ڥ
担
当

　

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
） 混入されていた金属類
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ࣗओݯࡒ　韮崎市が自ओతにऩ入できるݯࡒɿ48.0%
ґଘݯࡒ　自ओݯࡒ以外
　　　　　(国県支出金・市࠴）のݯࡒɿ52.0%

入は、市税が๏人市民税の大෯な減にࡀ　
より約11ԯ３ઍສ円（18.3ˋ）の減、地方
交付税がී௨交付税の減により約６ԯ９ઍ
ສ円(27.5ˋ）の減、使用料が༮児教育・保
育の無ঈ化により約３ઍສ円（9.3ˋ）の減
となりました。市࠴は減ऩิてん࠴のൃߦ
により約２ԯ７ઍສ円（14.1ˋ）の増、د
付金はふるさとԠ援د付金の増により約６
ઍສ円（33.1ˋ）の増となりましたが、前
年度に比べ一ൠ会計૯額で約９ԯ̔ઍສ円
(6.2ˋ)の減となりました。

費がプレϛアム品݊事業出は、ࡀ　
費やا業ཱ地支援事業費の増により約５ઍ
ສ円（35.5ˋ）の増、教育費が地Ҭ体育館
食費管理運Ӧ事業費なڅઃ事業費、学校ݐ
どの増により約３ԯ３ઍສ円（21.1ˋ）の
増となる一方、૯費が公ڞ施ઃ整උ基金
ੵཱ金の減により約10ԯ６ઍສ円（34ˋ）
の減、民生費が࠶ฤ保育園・藤井公民館整
උ事業費の減などにより約３ԯ５ઍສ円
(7.8ˋ）の減となり、一ൠ会計૯額で約９
ԯ７ઍສ円（6.3ˋ）の減となりました。

韮崎市の財政状況を公表

੫ࢢ 市民の皆さんや市内に事業ॴを࣋つ๏人などにೲめていただいた
税金

ํަ੫
全国の市町ଜが一定水४のߦサーϏスをఏڙできるよう、国税
のうちॴ得税、๏人税、ञ税、消費税、たばこ税の一定割合を国
が交付するお金

࠴ࢢ おもに公ڞ施ઃなどのݐઃの際に必ཁとなるݯࡒを調ୡするため、
１会計年度をӽえてฦࡁするआ入金（आ金）

ग़ۚࢧݿࠃ ಛ定の事業のݯࡒとして国から交付される負担金やิॿ金など

ग़ۚࢧݝ ಛ定の事業のݯࡒとして県から交付される負担金やิॿ金など

ӽۚ܁ 前年度の決算から繰りӽされたお金

ྉ༺
͓Αͼ
खྉ

使用料は市の施ઃの使用者にରしてそのରՁとして支払っていた
だくお金（市Ӧ体育館使用料など）、手数料は市がߦうサーϏスを
受ける方に負担していただくお金（住民ථൃߦ手数料など）

ॾऩೖ 育ӳ奨学金などのି付金のฦؐ金、国や県からҕୗされた事業に
る受ୗ事業ऩ入など

ೖۚ܁ 市の基金（ஷ金）を取り่して、各種事業のݯࡒにॆてるお金

ຽੜඅ 高ྸ者、障がい者、児童などの福祉の増進に必ཁなܦ費

૯අ ிࣷやࡒ産のҡ࣋管理、税金のऩೲ、ށ੶管理、選ڍ、
౷計などに必ཁなܦ費

ҭඅڭ 小・中学校の運Ӧや生涯学習・スポーツのৼڵなどに必
ཁなܦ費

අ࠴ެ 市࠴（市のआ金）をฦࡁするためのܦ費

අ ಓ࿏やՏ川、公園などの整උ・ҡ࣋管理に必ཁなܦ費

Ӵੜඅ 健康அやごみॲ理など、保健やڥӴ生のためのܦ費

අ 業や観ޫのৼڵなどに必ཁなܦ費

ྛਫۀ࢈අ 業・ச産のৼڵや基൫整උなどに必ཁなܦ費

ফඅ 消防団の活動や消防施ઃの整උ、ࡂରࡦなどに必ཁな
費ܦ

ٞձඅ 市ٞ会ٞ員の報ुや市ٞ会の活動に必ཁなܦ費

࿑ಇඅ 労ಇ者福祉ରޏ、ࡦ用ରࡦなどに必ཁなܦ費

අچ෮ࡂ 自然ࡂなどでඃを受けたಓ࿏や水࿏を෮چするため
のܦ費

【用ޠのղઆ】

令和元年度　一般会計決算令和元年度　一般会計決算令和元年度　一般会計決算

歳入総額
147億4,790万4千円

歳出総額
143億2,926万2千円

੫ࢢ
50ԯ7161ສ6ઍԁ
�4�4�

ຽੜඅ
41ԯ��75ສ7ઍԁ
�����

ํަ੫
1�ԯ�0�4ສ5ઍԁ
1��4�

૯අ
�0ԯ6�1�ສ�ઍԁ
14�4�

࠴ࢢ
��ԯ17�0ສԁ
15�0�

ҭඅڭ
1�ԯ1464ສ�ઍԁ　1��4�

ग़ۚࢧݿࠃ
16ԯ���1ສ1ઍԁ　11�5�

අ࠴ެ
14ԯ6��4ສ7ઍԁ　10���

ग़ۚࢧݝ
10ԯ7617ສ6ઍԁ　7���

අ
15ԯ�667ສ�ઍԁ
11�1�

ӽۚ܁
4ԯ�1��ສ�ઍԁ　����

Ӵੜඅ
1�ԯ��47ສ7ઍԁ　����

ྉ͓Αͼखྉ༺
�ԯ555�ສ1ઍԁ　1�7�

අ
1ԯ�1�5ສ�ઍԁ　1���

ॾऩೖ
1ԯ66��ສ1ઍԁ　1�1�

ྛਫۀ࢈අ
6ԯ�75�ສԁ　4�4�

ೖۚ܁
6ԯ�544ສ6ઍԁ　4���

ফඅ　7ԯ11�4ສ5ઍԁ　5�0�

740�ۚ　�ԯدສ5ઍԁ　1�6�

࿑ಇඅ　1605ສ�ઍԁ　0�1�
ٞձඅ　1ԯ4�61ສԁ　1�0�

ͦͷଞ　11ԯ4�40ສ1ઍԁ　7���

7�6අ　6چ෮ࡂສ6ઍԁ　0�5�

͘に͋る͔を市民のօ͞Μにگがどのよ͏にӡӦ͞Ε、どのよ͏なঢ়ࡒは、市の「のެදگঢ়ࡒ」　
ͬていͨͩͨ͘Ί、年２回ใによりެදするのです。
ྩ、回はࠓ　 和ݩ年のܾࢉঢ়گの΄͔、ྩ 和２年の༧ࢉのิਖ਼ঢ়گについて、ͦ の֓ཁをެදします。
　まͨ、方ެஂڞମのࡒの健全Խにؔする๏に͖ͮج、市ࡒの健全Խஅൺ等についての֓ཁެ
දします。
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Nirasaki広報にらさき

　実࣭単年度ऩ支は、単年度ऩ支から実࣭తなࣈࠇཁૉ
ཁૉࣈ繰上ঈؐ額）や赤࠴調整基金ੵཱ金、地方ࡒ)
調整基金取่額）を加減したもので、当֘年度におࡒ)
ける実࣭తなऩ支をѲするための指ඪです。  
　令和ݩ年度の実࣭単年度ऩ支は、ࡀ入では๏人市民税
やී௨交付税の減、ࡀ出では公ڞ施ઃ整උ基金ੵཱ金の
減や࠶ฤ保育園・藤井公民館整උ事業の減により、前年
度に比べࡀ入で6.2ˋ減、ࡀ出で6.3ˋ減の決算ن模とな
り、令和ݩ年度の実࣭単年度ऩ支は、5,375ສ̔ઍ円の
赤ࣈで、前年度より赤ࣈ額は小さくなりましたが、２年
連続の赤ࣈとなりました。

【ߟ　ࢀ】
実࣭ऩ支ʹࡀ入ࡀ出差引額ʵཌ年度に繰りӽすべきݯࡒ
単年度ऩ支ʹ当年度実࣭ऩ支ʵ前年度実࣭ऩ支
実࣭単年度ऩ支ʹ単年度ऩ支ʴੵཱ金（ࡒ調整基金）ʴ
　　　　　　　　繰上ঈؐ額ʵ基金取่額（ࡒ調整基金）

※令和2年̐月１日現在の人口（29,124人）で割って算出し
た額をߦサーϏス額としています。

　 ྩݩ ฏ�0

（̖）ֹࢉೖܾࡀ 14,747,904 15,728,098


̗）ֹࢉग़ܾࡀ 14,329,262 15,296,206

（̘）ग़ࠩҾֹࡀೖࡀ
（̖）ɻ （̗） 418,642 431,892

ཌʹ܁Γӽ͖͢
（̙）ݯࡒ 142,798 93,409

࣮࣭ऩࢧ（̚）
（̘）ɻ （̙） 275,844 338,483

単ऩࢧ（̛） ˚ 62,639 ˚ 9,688

ੵཱۚ（̜） 328,390 278,362

（̝）ঈ্ؐۚ܁ 0 0

ੵཱۚऔֹ่（̞） 319,509 429,562

࣮࣭単ऩࢧ（̟）
（̛）�（̜）�（̝）ʔ（̞） ˚53,758 ˚160,888

ٞձӡӦͷͨΊ（ٞձඅ） 4,897

ிࣷཧށ੶ͷͨΊ（૯අ） 70,840

ࢱͷͨΊ（ຽੜඅ） 143,825

ͷͨΊ（Ӵੜඅ）߁݈ڥ 45,992

ब࿑ࢧԉͷͨΊ（࿑ಇඅ） 551

ྛۀͷͨΊ（ྛਫۀ࢈අ） 21,892

ۀޫ؍ৼڵͷͨΊ（අ） 6,223

ಓ࿏ެԂͷͨΊ（අ） 54,823

ҬࡂͷͨΊ（ফඅ） 24,425

（ҭඅڭ）ҭͷͨΊڭ 65,741

（අچ෮ࡂ）ͷͨΊچ෮ࡂ 2,330

आೖۚฦࡁͷͨΊ（ެ࠴අ） 50,469

ग़૯ֹࢧ 492,008

ຽҰਓ͋ͨΓࢢ（ਓݸ）ຽ੫ࢢ 53,740

Ұੈଳ͋ͨΓࢢ（ਓݸ）੫࢈ࢿ定ݻ 75,922

ܰࣗಈं੫ࢢҰੈଳ͋ͨΓ 9,552

Ҏ্Ұਓ͋ͨΓࡀຽ�0ࢢ͜੫ͨࢢ 9,313

ೖ౬੫ࢢຽҰਓ͋ͨΓ 339

ܭࢢը੫（ݸਓ）ܭࢢը区Ҭ
Ұੈଳ͋ͨΓ 7,478

Ұਓ͋ͨΓऀݥ੫ඃอݥอ߁ຽ݈ࠃ 86,269

（単Ґɿઍ円） （単Ґɿ円）

（単Ґɿ円）

ಛผձܭ ೖࡀ ग़ࡀ ೖͷ͏ͪࡀ
Ұൠձ܁ܭೖۚ

ݥอ߁ຽ݈ࠃ 3,097,217 3,097,217 195,872

ҩྍऀྸߴ期ޙ 323,453 322,962 78,219

؆қਫಓ 18,014 18,014 6,468

Լਫಓۀࣄ 1,386,852 1,386,852 602,954

հޢอݥ 2,535,503 2,436,275 396,607

հޢαʔϏεۀࣄ 5,711 5,711 3,518

区࢈ࡒ 1,915 1,729 0

ܭձۀا ऩೖ ग़ࢧ ऩೖͷ͏ͪ
Ұൠձิܭॿۚ

පӃཱࢢ
ऩӹత 2,507,762 2,447,655

240,888
ຊతࢿ 180,422 235,140

（※資本తऩ支ิてんݯࡒ　ա年度分ଛӹצ定留保資金　54,295
当年度分消費税および地方消費税資本తऩ支調整額　423）

（令和ݩ年度末ա年度分ଛӹצ定留保資金高　292,395）

ਫಓۀࣄ
ऩӹత 897,432 874,631

197,213
ຊతࢿ 376,956 521,738

（※資本తऩ支ิてんݯࡒ　ա年度分ଛӹצ定留保資金　127,528
当年度分消費税および地方消費税ऩ支調整額　17,254）

（令和ݩ年度末ա年度分ଛӹצ定留保資金高　83,984）

（単Ґɿઍ円）

特別会計・企業会計決算特別会計・企業会計決算特別会計・企業会計決算

実質単年度収支の推移実質単年度収支の推移実質単年度収支の推移 市民一人あたりの行政サービス費用市民一人あたりの行政サービス費用市民一人あたりの行政サービス費用

主な市税の負担状況主な市税の負担状況主な市税の負担状況
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令和元年度決算額　986万7千円◇入湯税
　入湯税は、観光の振興、環境衛生施設・鉱泉
源の保護管理施設および消防施設その他消防に
必要な施設の整備に要する費用に充てることを
目的とした地方税です。

令和元年度決算額　3,515万2千円
◇都市計画税

　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都
市計画事業や土地区画整理事業に要する費用に
充てることを目的とした地方税です。

　基金は、市の貯金です。条例の規定により、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てまたは定額の資金を運
用するために設けられるものです。令和元年度末の残高は、前年度比で約３億１千万円（4.8％）の減となりました。市
民一人あたりの貯金額は、令和元年度末の残高を29,124人（令和２年４月１日現在の住民基本台帳人口）で割って算出
し、約20万８千円となります。

区　分
基金名

平成30年度末
現在高

令和元年度中
積立額（増額）

令和元年度中
取崩額（減額）

令和元年度末
現在高

韮崎市財政調整基金 2,078,325 328,390 319,509 2,087,206
（内土地開発公社貸付金） 111,729 111,729 111,729 111,729
韮崎市都市計画事業基金 290,831 15,258 0 306,089
韮崎市職員の退職手当準備基金 220,832 2,691 50,000 173,523
韮崎市市債管理基金 402,449 2,514 0 404,963
韮崎市社会福祉事業基金 160,636 1,574 0 162,210
韮崎市国際交流基金 85,880 0 5,659 80,221
韮崎市地域福祉基金 298,000 0 0 298,000
韮崎市育英奨学基金 30,408 0 2,960 27,448
韮崎市公共施設整備基金 1,309,333 5,539 210,000 1,104,872
韮崎市立小中学校施設整備基金 477,296 1,476 40,000 438,772
韮崎市小水力発電施設整備基金 1,603 3 0 1,606
韮崎市社会教育振興基金 30,000 1,804 7,062 24,742
韮崎市森林環境譲与税基金 0 2,229 0 2,229

一般会計（小計） 5,385,593 361,478 635,190 5,111,881
韮崎市国民健康保険財政調整基金 613,971 657 51,316 563,312
韮崎市介護保険事業基金 304,730 16,558 0 321,288
財産区 60,981 1,329 76 62,234

特別会計（小計） 979,682 18,544 51,392 946,834
合          　計 6,365,275 380,022 686,582 6,058,715

入湯税充当事業区分 事業費 充当額
環境衛生施設の整備 上水道施設の整備 6,053 1,564
消防施設等の整備 消防可搬式ポンプ２台購入 3,240 10

観光施設の整備
観光施設管理事業 7,092 1,832
健康ふれあいセンター管理事業 10,008 2,586

観光振興
観光宣伝事業 1,765 414
韮崎市観光協会補助金 13,393 3,461

入湯税充当事業  合計 41,551 9,867

都市計画税充当事業区分 事業費 充当額
都市計画事業 都市計画基金積立 15,258 13,746
その他 都市計画事業債償還額 21,406 21,406

都市計画税充当事業  合計 36,664 35,152

　令和元年度末の市全体の市債現在高は、平成30年
度末より９億円増加し、322億６千万円となりまし
た。この内訳は事業債が208億５千万円（64.6％)、
特例債（歳入不足を補うために地方交付税制度等で
設けられている特例的な借入金）が114億１千万円
(35.4％）となっています。
　特例債については、市税の減収を補うために借り
入れた減収補てん債により７億１千万円（6.6%）の
増となり、事業債については、防災行政無線デジタ
ル化推進事業の借入により１億９千万円（0.9%）の
増となっています。
　今後も市では、臨時財政対策債などの特例債や交
付税による補てん割合の大きい有利な借入金を選択
して借入れをしていく方針です。ただし、市債は借
金でありますので、発行についてはより一層の注意
を払い健全な財政運営に努めてまいります。

市債の事業別・借入先別残高市債の事業別・借入先別残高市債の事業別・借入先別残高

基金の残高基金の残高基金の残高

目的税・譲与税・交付金の使途目的税・譲与税・交付金の使途目的税・譲与税・交付金の使途

令和元年度末残高 322億6千万円

（単位：千円）

（単位：千円）

市債残高322億６千万円のうち交
付税等による補てんにより市の
実質的負担は140億７千万円とな
り、市民一人当たりの負担額は約
48万３千円となります。

※一人あたり負担額は、実質的負担額を※一人あたり負担額は、実質的負担額を
29,124人（４月１日現在の住民基本29,124人（４月１日現在の住民基本
台帳人口）で割って算出しました。台帳人口）で割って算出しました。

■ 政府資金
■ 地方公共団体金融機構
■ 金融機関等
■ 山梨県

下水道事業債
教育・福祉施設等

整備事業債
水道事業債

一般単独事業債

一般会計出資債

公共事業債

病院事業債

公営住宅建設事業債

臨時財政対策債

減収補てん債

その他
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財政状況

◇森林環境譲与税
　森林環境譲与税は、国税である森林環境税を国が地方公共団体
に交付するものであり、森林の伐採や人材育成・担い手の確保、
木材利用の促進等に要する費用に充てることを目的とした譲与税
です。

森林環境譲与税充当事業区分 事業費 充当額
林業総務一般事務費
(所有者意向調査準備業務) 1,066 1,066

森林環境譲与税基金積立金 2,229 2,229
譲与税充当事業　合計 3,295 3,295

令和元年度決算額　329万5千円

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく本
市の健全化判断比率（下表の４指標）は、早期健全化基
準を大きく下回り、健全財政を堅持しています。

◇健全化判断比率

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、各会計とも
赤字額がないため比率は算定されません。
※実質公債費比率は、標準財政規模に対する１年あたり
の全ての借入金の元利償還金（返済額）の割合の３か
年平均です。一般家庭に例えると年間の給料総額に対
し、年間の借入金（住宅や車などのローン）の返済額
の割合を算出するものです。

※将来負担比率は、標準財政規模に対する将来負担する
こととなる見込額（充当可能基金を除く）の割合です。
一般家庭に例えると年間の給料総額に対し、借入金（住
宅や車などのローン）の総額や子どもに対する今後の

※各比率の分母となる標準財政規模とは、標準的な一般
財源収入額をいい、市税、地方譲与税および普通交付
税が含まれています。一般家庭に例えると年間の給料
総額（手当等を除く）に相当するものです。
　標準財政規模 ＝ 87億7,072万4千円

◇資金不足比率

※資金不足比率は、公営企業の事業規模に対する資金不
足額の割合ですが、各会計とも資金不足額がないため、
比率は算定されません。

　各比率が上記の早期健全化基準等を超えた場合には、
財政健全化計画等の策定をすることになります。

令和元年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 - 13.57 20.00
連結実質赤字比率 - 18.57 30.00
実質公債費比率 9.4 25.0 35.0
将来負担比率 76.3 350.0 -

令和元年度 経営健全化基準
簡易水道事業 - 20.0
下水道事業 - 20.0
病院事業 - 20.0
水道事業 - 20.0

（単位：％）

（単位：％）

主な元利償還金
・市借入金返済額 14億6,984万7千円
・公営企業の借入金に対する返済額の財源充当額
　 6億1,769万4千円
・峡北広域行政事務組合等の借入金に対する
　返済額等の財源充当額 2億710万8千円

主な比率算入額
・市借入金総額 196億3,827万2千円
・公営企業の借入金に対する財源充当見込額
  99億8,231万4千円
・峡北広域行政事務組合等の借入金に対する
　財源充当見込額 8億6,295万6千円
・職員退職手当負担見込額 15億6,681万円
・充当可能基金 57億9,575万2千円

健全化判断比率等の公表健全化判断比率等の公表健全化判断比率等の公表

◇地方消費税交付金（社会保障財源化分)

　消費税引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）は、
社会保障に要する費用に充てることを目的とした交付金です。

社会保障財源充当事業区分 事業費 充当額
社会福祉事業 1,920,060 138,926
社会保険事業 948,303 68,672
保健衛生事業 377,372 27,330
交付金充当事業合計 3,245,735 234,928

令和2年度上半期予算の補正状況令和2年度上半期予算の補正状況令和2年度上半期予算の補正状況 （単位：千円）

区　　　分 当初予算額 補正予算額 補正後の予算額 繰越額 予算現額
一般会計 14,222,000 4,132,376 18,354,376 622,960 18,977,336
特別会計 6,094,021 102,824 6,196,845 0 6,196,845

内
　
　
訳

国民健康保険 3,117,253 2,923 3,120,176 0 3,120,176
後期高齢者医療 351,811 1,848 353,659 0 353,659
介護保険 2,617,188 96,506 2,713,694 0 2,713,694
介護サービス事業 6,329 1,547 7,876 0 7,876
財産区 1,440 0 1,440 0 1,440

企業会計 6,056,772 △11,384 6,045,388 10,166 6,055,554

内
　
　
訳

市立病院 2,850,603 △22,920 2,827,683 0 2,827,683

水道事業 1,344,258 11,928 1,356,186 10,166 1,366,352
簡易水道 21,761 0 21,761 0 21,761
下水道事業 1,840,150 △392 1,839,758 0 1,839,758

合　計 26,372,793 4,223,816 30,596,609 633,126 31,229,735

　令和元年度決算額　2億3,492万8千円

学費などの将来負担見込額から貯金を除いた額の割合
です。
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令和３年度放課後児童クラブ員を募集
放課後児童クラブ員募集・児童虐待防止推進月間

■年間利用（月額会員）
※小学校１～６年生の放課後留守家庭等の児童

区分 単位 第１子 第２子
基本利用料 月額 2,500円 1,300円

長期休業
期間利用
料の加算

夏季休業日の期間 １期間 3,000円 1,500円

冬季休業日の期間 １期間 1,000円 500円
学年末休業日および
学校始休業の期間 １期間 1,000円 500円

延長利用(18時30分以降)の利用料 １回 100円 100円

■ 1 日利用（小学校 1 ～ 6 年生で月額会員以外）
※放課後帰宅せず直接来館する・授業のない日に利用する場合

区分 単位 第１子 第２子
授業のある日の利用(放課後の利用) 日額 300円 200円
授業のない日の利用(土曜日、夏休み等) 日額 600円 300円
延長利用(18時30分以降)の利用料 １回 100円 100円

○第１子、第２子の数え方
　同一世帯で同じクラブをきょうだいで利用する場合、年少の
児童から順番に数えます。第３子以降は無料です。

○利用料の免除
　「生活保護世帯」、「ひとり親世帯・障がい者または障がい児
のいる世帯で、市民税が非課税の世帯」は無料です。

市では、仕事などで保護者が昼間家庭にいない小学生を対象に、
授業の終了後や長期休暇等に適切な遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図ることを目的に、

市内４つの児童センターで放課後児童クラブを開設しています。

■問い合わせ　福祉課 子育て支援担当（内線 174・175・179）

■対象児童　保護者の就労・疾病・看護等により、昼間留守家庭となる小学生
■開設時間　☆月～金曜日　12時～19時　　
　　　　　　☆土曜日・学校長期休暇等　７時30分～19時
　　　　　　※土曜日の利用は事前登録制で、韮崎児童センターでの合同開催になります。
■入会申込　11月２日(月)から、各児童センターで配布します。
【申込期間】11月９日(月)～27日(金)の平日10時～18時
【申込場所】各児童センター

　　　　　　  ※来館の際は、体調管理に留意いただき、必ずマスクを着用し手指の消毒をしてください。
　　　　　　　※クラブ入会には条件があります。入会案内を熟読のうえ、お申込みください。
　　　　　　　※定員を超える申込みがあった場合は、ご希望に添えないこともあります。

令和３年度放課後児童クラブ員を募集

■市内の児童クラブ
児童クラブ名 住所・電話番号 定員

韮崎児童クラブ
（第１・第２）

本町２丁目１番７号
韮崎児童センター内
☎22-7687

100名

北東児童クラブ
（第１・第２）

藤井町駒井2248番地１
北東児童センター内
☎23-5550

100名

北西児童クラブ
清哲町青木1078番地１
北西児童センター内
☎22-1775

50名

甘利児童クラブ
（第１・第２）

大草町上條東割788番地
甘利児童センター内
☎23-1535

100名
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峡北地区大会 優勝‼
　９月５日（土）と６(日)､ 第 57 回 山日ＹＢＳ杯山梨県少年野
球大会の峡北地区大会が武川運動公園グラウンドで開かれました。
韮崎地区からは、スポーツ少年団の韮崎北東野球と韮崎甘利野球
の２チームが出場。熱い戦いが繰り広げられました。全７チーム
が出場する中、韮崎甘利野球チームが優勝し、県大会への出場が
決定しました。強い日差しが照りつける中で、選手や監督、保護
者の皆さんが一丸となって試合に挑む姿はキラキラ輝いていまし
た。

親子で体験！縄文時代
　９月５日（土）、韮崎市民俗資料館の蔵座敷で親子ふれあい体
験教室が実施され、近年、国内外で注目が高まっている「縄文土
器」を作りました。砂を練りこんだ焼き物用粘土を使用し、形を
整えたら、実際の土器を観察しながら文様を付けていきます。「縄
文時代の人はどうしてこの模様を付けたのかな」と親子で話をし
ながら作業を進めていました。この日仕上げた作品は、韮崎市生
涯学習フェスタで ’20 で展示される予定です。

穂坂町産のぶどうで、おいしいジャム作り
　９月 20 日（日）、穂坂自然公園で穂坂町産のぶどうを使ったジ
ャム作りの体験教室が開かれました。ペースト状と粒状の ２ 種
類のジャム作りで、煮詰め方、アクの取り方、甘さの調整の違い
からテーブルごとの味のジャムが完成しました。参加者の方から
は、「情報交換をしながら作業ができてとても楽しい」、「家に帰
ってパンやヨーグルトにつけて食べるのが待ちどおしい」などの
声をいただきました。

令和３年 
成人式のご案内

　令和３年１月に成人式を迎える方へ
案内状を12月上旬に送付します。
　現在、市に住民登録がない方で出席
を希望される方は、
11月末日までにご連
絡ください。

■日時　１月10日(日）
　　　　13時30分開始
■場所
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　大ホール

■問い合わせ・連絡先
　教育課 生涯学習担当(内線267)
　※メールでも受付けます。
　kyouiku@city.nirasaki.lg.jp
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品

②
11
月
25
日（
水
）

　

～
29
日（
日
）
５
日
間

　

文
化
協
会
作
品
、
公
民
館
作

品
、
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

作
品
、
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ

る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

■
時
間

10
時
～
16
時

※
両
日
程
、最
終
日
は
15
時
ま
で

■
場
所

　

ニ
コ
リ
地
下
１
階

　

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
２

フ
ェ
ス
タ
に
行
こ
う
！

★ ★
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イ
ベ
ン
ト
・
講
座
に
つ
い
て

　

ニ
コ
リ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
お
よ

び
講
座
は
現
時
点
で

は
予
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
開
催
が
決
ま
り

次
第
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

「
世
界
は
〝
カ
メ
ラ
映
え
〟
に 

あ
ふ
れ
て
る
！
」
展
示

　

11
月
30
日
は
カ
メ
ラ
の
日
で
す
。

今
年
の
芸
術
の
秋
は
、
カ
メ
ラ
や

写
真
に
詳
し
く
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

写
真
の
撮
り
方
、
ア
ル
バ
ム
の

作
り
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
写
真
の
活

用
法
、
写
真
集
や
、
カ
メ
ラ
・
写

真
に
ま
つ
わ
る
物
語
な
ど
幅
広
く

展
示
し
ま
す
。

■
展
示
期
間　

10
月
31
日(

土)

　
　
　
　
　
　

～
11
月
26
日（
木
）

お
は
な
し
会
（
要
事
前
申
込
）

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

■
日
時　

11
月
14
日(

土)

　
　
　
　

14
時
～  

※
20
分
程
度

■
場
所

　

韮
崎
市
立
大
村
記
念
図
書
館
内

■
定
員　

男
女
各
４
～
６
名

※
４
名
未
満
の
場
合
は
中
止

■
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
25
歳
（
開
催
日
時

　

点
）
以
上
の
独
身
者

※
参
加
さ
れ
る
方
は
身
分
証
明
書

　

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み

　

11
月
１
日(

日)

～
12
日(

木
）

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

　

話
で
受
付

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。
当
選
者
に
は
11
月

　

14
日(

土)

・
15
日(

日
）
に
電

　

話
に
て
連
絡
を
し
ま
す
。

■
内
容

　

10
月
中
旬
頃
、
ポ
ス
タ
ー
お
よ

　

び
チ
ラ
シ
に
て　

　

ご
案
内
し

　

て
い
ま
す
。

現
代
課
題
講
座

「
今
こ
そ
学
ぶ
！
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」

～
そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

と
今
後
の
ゆ
く
え
～
（
無
料
）

　

日
本
を
始
め
、
世
界
各
国
で
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
講
座
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
を
知
り
、
決
済
方
法
の
種
類
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
な

の
か
、
今
後
は
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
を
学
び
ま
す
。

　
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
を
実
生

活
に
生
か
せ
る
よ
う
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

■
日
時　

12
月
４
日(

金
）

　
　
　

   

13
時
30
分
～
14
時
45
分

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　

会
議
室
９

■
定
員　

15
名

■
講
師　

山
梨
県
金
融
広
報
委
員
会

　
　
　

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　

古
屋 

寿
隆 

氏

■
申
込
み　

11
月
４
日(

水
）か
ら

※
定
員
に
な
り

　

次
第
締
め
切

　

り
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
新
作
登
場
！

「
為
朝
さ
ん（
た
め
と
も
さ
ん
）」

　
　
　

～
疫
病
退
散
を
願
っ
て
～

　

古
来
、
人
々
は
疫
病
に
苦
し
め

ら
れ
、
疫
病
退
散
を
神
仏
に
祈
る

し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

武
田
の
里
に
ら
さ
き
に
も
、
疫
病

退
散
の
神
と
し
て
、
明
治
ま
で
多

く
の
人
々
が
参
拝
し
た
「
為
朝
神

社
」
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
？
源
為
朝
と
為
朝
神
社
を
紹
介

し
た
動
画
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ 

イ
ベ
ン
ト

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

■
対
象　

マ
ス
ク
の
着
用
が
可
能

　

な
２
歳
以
上
～
小
学
校
低
学
年

　

の
子
ど
も

■
定
員　

親
子
５
組

■
申
込
み　

10
月
31
日(

土
）

　
　
　
　
　
　

～
11
月
８
日(

日
）

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

　

話
で
受
付
（
先
着
順
）

※
折
り
紙
教
室
は
中
止
し
ま
す
。

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　

11
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　

11
月
21
日(

土)

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
あ
の
家
に
暮
ら
す
四
人
の
女
」

三
浦 

し
を
ん 

作

朗
読　

望
月 

ス
ミ
子 

氏

「
ざ
し
き
童
子
の
は
な
し
」　　

宮
沢 

賢
治 

作

朗
読　

㓛
刀 

朝
香 

氏

「
証
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
原 

亞
以
子 

作

朗
読　

渡
邊 

恵
美
子 

氏

図
書
館
ｄ
ｅ
恋
活
イ
ベ
ン
ト（

無
料
）

■
日
時　

11
月
22
日(

日)

　
　
　
　

17
時
～
20
時

※
16
時
30
分
よ
り
受
付

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ

１
１
１
５

韮
崎
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
者

☆
小
学
生
の
部

名
誉
市
民
賞

　

藤
原　

悠
亘　

 

（
韮
崎
３
年
）

市
長
賞

　

齊
木　

彩
乃 　
（
韮
崎
５
年
）

教
育
長
賞

　

市
川
日
南
子　

 

（
韮
崎
２
年
）

校
長
会
会
長
賞

　

藤
原　

煕
人　

 

（
韮
崎
１
年
）

図
書
館
長
賞

　

藤
原　

真
礼　

 

（
韮
崎
６
年
）

　

秋
山　

侑
里　

 

（
甘
利
５
年
）

　

秋
山
か
里
奈　

 

（
甘
利
２
年
）

☆
中
学
生
の
部

名
誉
市
民
賞

　

斉
藤　

心
美
（
韮
崎
西
３
年
）

　

三
枝　

姫
葉
（
韮
崎
西
３
年
）

市
長
賞

　

齊
木　

凜
乃
（
韮
崎
東
２
年
）

教
育
長
賞

　

土
井　

遥
加
（
韮
崎
東
２
年
）

　

土
井　

結
加
（
韮
崎
東
２
年
）

校
長
会
会
長
賞

　

大
久
保
来
音
（
韮
崎
西
３
年
）

第7回
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17 Information

知っ得！食育ひろば ー 食改推の簡単レシピ！ ー

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
延
期
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ポイント！
　 栄養満点の野菜をたっぷり食べることができます。
　 ※生活習慣病予防のために、一日350ｇの野菜を食べることが推奨
　　 されています。

【作り方】
①赤パプリカ・黄パプリカ・たまねぎは皮をむき、ピーマンは種をと

り、しいたけは石づきをとり、それぞれ小さめの乱切りにする。
②長ねぎは小口切りにする。
③鍋にサラダ油を引き、①と②を炒める。
④カットトマト缶詰を加えて水気がなくなる程度まで煮詰め、しょうゆ

で味を整える。
【栄養量(１人分)】・エネルギー  46㌔㌍　 ・食塩相当量  0.4㌘
■問い合わせ
　健康づくり課 健康増進担当（保健福祉センター内）☎ 23–   4310

「和風ラタトゥイユ」
～毎月19日は食育の日～

  【材料（２人分）】
　●赤パプリカ ……………30㌘
　●黄パプリカ ……………30㌘
　●たまねぎ ………………20㌘
　●ピーマン ………………10㌘
　●しいたけ ………………20㌘
　●長ねぎ …………………10㌘
　●サラダ油……………小さじ1
　●カットトマト缶詰 … 100㌘
　●しょうゆ……………小さじ1

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
「
韮
崎
市

中
央
公
民
館
」
を
検
索
す
る
か
、

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
し
て
、
ご

家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｄ
Ｅ
助
産
師
さ
ん
と

ベ
ビ
マ
（
要
予
約
）

　

ビ
デ
オ
会
議
ア
プ
リ
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
使
っ
て
開
催
し
ま
す
。
初
め
て

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
う
方
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
が
苦

手
な
方
も
大
歓
迎
で
す
。
お
う
ち

で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

11
月
12
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
45
分

■
対
象

　

０
～
１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と

　

保
護
者
３
組

■
講
師　

加
茂 

友
香
さ
ん

　
　
　
　
（
助
産
師
）

■
準
備
す
る
物

　

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

な
ど
ネ
ッ
ト
接
続
の
で
き
る
端

　

末
（
通
信
料
は
各
自
負
担
）、
バ

　

ス
タ
オ
ル

■
参
加
費

　

２
０
０
円
（
オ
イ
ル
つ
き
）
開

催
前
日
ま
で
に
、
に
ら
★
ち
び

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の

丈
夫
な
歯
育
て
教
室

（
要
予
約
・
参
加
費
無
料
）

　

歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
よ
る
、
家

族
の
お
口
の
健
康
を
守
る
た
め
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
18
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
対
象　

　

妊
婦
さ
ん
、
１
歳
半
ま
で
の
お

　

子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
８
組

■
持
ち
物

　

バ
ス
タ
オ
ル

助
産
師
さ
ん
＆
栄
養
士
さ
ん　

ひ
ろ
ば
ｄ
ｅ
相
談
日（

参
加
費
無
料
）

　

に
ら
★
ち
び
の
ひ
ろ
ば
に
助
産

師
さ
ん
や
栄
養
士
さ
ん
が
来
ま
す
。

お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
気

軽
に
お
話
し
て
く
だ
さ
い
。

①
助
産
師
さ
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ

■
日
時

　

11
月
6
日（
金
）、 

20
日（
金
）

　

13
時
～
14
時
45
分

※
記
録
を
残
し
た
い
方
は
母
子
健

　

康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
栄
養
士
さ
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ

■
日
時

　

11
月
10
日（
火
）、　
17
日（
火
）

　

13
時
～
14
時
45
分

　

11
月
25
日（
水
）

　

10
時
～
11
時
45
分
、

　

13
時
～
14
時　

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６

●国民健康保険より
10月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負
担額）は、147,342,873円（前年同月比0.55%増）で、
１人あたりの保険者負担額は、22,495円（前年同月
比2.78%増）でした。引き続き健康に気をつけ医療費
の節約にご協力ください。  

●市の人口　10月1日現在　　     　 　　　 （前月比）

　　男　　14,429 人（うち外国人 244 人） 21 人減
　　女　　14,501 人（うち外国人 273 人） 16 人減
　　計　　28,930 人（うち外国人 517 人） 37 人減
　世帯数　12,651 世帯  3 世帯減
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ど
を
問
わ
ͣ
、
１
人
で
も
࿑
ಇ
者

を
ޏ
っ
て
い
る
場
合
は
、

や
か

に
࿑
ಇ
保
ݥ
（
࿑
ࡂ
保
ݥ
・
ޏ
用

保
ݥ
）
の
加
入
が
ٛ
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
公
共
৬
ۀ
҆
定
所

☎
２
２Ŗ

１
３
３
１

シ
ニ
Ξ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
ϓަ

ྲྀ
会

　

ا
ۀ
と
就
ۀ
ر
望
者
（
55
歳
以

上
）
の
ަ
ྲྀ
会
を
実
ࢪ
し
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

支
ԉ
し
ま
す
。

■
日
程

12
月
１
日（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
会
場　

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
ߕ


■
定
員

40
名
（
参
加
අ
無
料
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

　

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
ࡐ

η
ン
タ
ー
連
合
会

　

☎
０
５
５Ŗ

２
２
８Ŗ

８
３
８
３

੨
গ

教
育
ݚ
म
会

「
と
も
に
ߟ
え
Α
͏
！

子
ど
も
と
ス
マ
ϗ
の
今
」

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
生
活

習
׳
の
ཚ
れ
や
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ϒ
ル

な
ど
、
੨
গ
年
を
取
り
ר
く
ਂ
ࠁ

な
問
題
が
૿
͑
て
い
ま
す
。
ス
マ

ホ
時

の
保
護
者
・
地
Ҭ
の
大
人

た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
付
け
、
४
උ
を
し
た
ら
よ
い
の

か
を
Ұ
ॹ
に
ߟ
͑
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

12
月
12
日(

土
）

　
　
　
　

14
時
30
分
～
15
時
40
分

　
　
　
　

(

受
付
14
時
15
分
か
ら)

■
場
所　

ニ
コ
リ
３
階　

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
講
師　

ੴ
原
༟
氏

　
（
山
梨
県
教
育
ி
生
涯
学
習
課

　

੨
গ
年
保
護
育

担
当
主
װ
）

■
定
員

40
名

■
申
込
み

11
月
20
日(

金
）

～
12
月
４
日(

金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
੨
গ
年
育


　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
事
務
局

（
教
育
課
生
涯
学
習
担
当
内)

（
内
線
２
６
７
・
２
６
８)

ୈ
２
ճ

子
ふ
れ
あ
い
ମ
ݧ
教
室

「

子
Ͱ
つ
く
ろ
͏
！

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」

　

市
内
の
Ϳ
ど
う

家
さ
ん
か
ら

ৡ
っ
て
い
た
だ
い
た
、
Ϳ
ど
う
の

つ
る
を
土

に
、
も
み
の
木
や
দ

΅
っ
く
り
な
ど
を
使
っ
て
親
子
で

楽
し
く
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

12
月
５
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

　
　
　

（
受
付
９
時
30
分
か
ら
）

■
場
所　

市

所
ผ
館

　
　
　
　

２
０
１
会
議
室

イ
ベ
ン
ト

ঁ
ੑ
の
ਓ
ݖ
ϗ
ッ
ト
ラ
イ
ン

11
月
12
日
か
ら
18
日
は
全
国
Ұ

斉「
女
ੑ
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

ڧ
化
ि
間
で
す
。

　


や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

ྗ

や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
ੑ
を
め

͙
る
人
権
問
題
の
ղ
決
を
図
る
た

め
、
電
話
ઐ
用
相
談
窓
口
を
開
ઃ

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
期
間

11
月
12
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

～
18
日（
水
）

　
　
　
　

８
時
30
分
～
19
時

　
　
　
　

(

土
日
は
10
時
～
17
時)

■
相
談
୲

者

　
・
ߕ

地
方
法
務
局
৬
員

　
・
人
権
༴
護
委
員

■
ి

ઐ
༻
相
談
૭
ޱ

　

☎
０
５
７
０Ŗ

０
７
０Ŗ

８
１
０

無
料
調
ఀ
相
談
会
（
予
約
ෆ
要
）

■
日
時

11
月
14
日（
土
）

10
時
～
16
時

　
　
　

(

受
付
15
時
30
分
ま
で
）

■
会
場　

ߕ

市

所
１
階

　
　
　
　

市
民
活
動
室

■
相
談
内
容

　

生
活
の
中
で
生
ͣ
る
身
ۙ
な
ト

ラ
ϒ
ル
（
金
મ
、

ࠗ
、
親
族

間
ฆ
૪
、
土
地
ݐ
物
問
題

）

ｅ
ổ
Ｔ
̰
͇
を
ར
༻
す
る
た
め
の

̞
Ｄ
と
ύ
ス
ϫ
ー
υ
の
ग़
ு
ൃ
ߦ

を
ߦ
い
ま
す

　

̞
̙
と
パ
ス
ϫ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

自


か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ϒ
レ
ッ
ト
な
ど

で
申
ࠂ
書
を
作

し
、
ૹ
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時

11
月
10
日（
火
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

■
場
所　

東
ژ
Τ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
　
　
　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

■

ҙ
事
߲

　

̞
̙
と
パ
ス
ϫ
ー
ド
の
発
行
に

は
、「
申
ࠂ
さ
れ
る
ご
本
人
」
が

手
続
き
に
来
ら
れ
る
ඞ
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ͦ
の
ࡍ
に
は
「
ӡ

స
໔
ڐ
証
」

の
本
人
֬
ೝ
書
類

が
ඞ
要
で
す
。

　

̞
̙
と
パ
ス
ϫ
ー
ド
に
よ
る
申

ࠂ
方
式
は

定
的
な
ા
ஔ
で
す
。

お
ૣ
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
ಘ
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ߕ

੫
務
ॺ

ݸ
人
課
੫
第
１
部
門

☎
０
５
５Ŗ

２
５
４Ŗ

６
１
０
５

お

Β
せ

■
相
談
୲


　

民
事
・
家
ఉ
調
ఀ
委
員
（
ห
護

士

ઐ
門
家
ؚ
Ή
）

■
主
催

　

山
梨
調
ఀ
協
会
ߕ

支
部

■
問
い
合
わ
せ

　

ߕ

地
方
ࡋ

所
事
務
局

　

総
務
課
ॸ
務


☎
０
５
５Ŗ

２
３
５Ŗ

１
１
３
３

子
ど
も
・
夫
්
な
ん
Ͱ
も

無
料
相
談
会

　

子
ど
も
ま
た
は

婦
に
ؔ
す
る

こ
と
全
ൠ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
、
໘
接
相
談
（
要

事
前
予
約
）、
電
話
相
談
（
当
日

受
付
）
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時

11
月
28
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
16
時
ま
で
）

■
会
場　

山
梨
県
ห
護
士
会
館　

■
相
談
୲


　

ྟ
চ
心
ཧ
士
、
ห
護
士

■
問
い
合
わ
せ
・
ి

相
談

　

山
梨
県
ห
護
士
会

☎
０
５
５Ŗ
２
３
５Ŗ

７
２
０
２

࿑
ಇ
อ
ݥ
の
加
入
ख
ଓ
͖
は

　
　
　
　
　
　

お
ࡁ
み
Ͱ
す
͔
ʁ

11
月
は
࿑
ಇ
保
ݥ
ద
用
ଅ
進
ڧ

化
ظ
間
で
す
。
事
ۀ
主
の
方
は
、

社
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

相　

談

ݚ
म
会

࿑　

ಇ



1�1�
広報にらさき

Information

˒
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
ண
༻
を
は
͡
め
と
す
る
ج
ຊ
త
な
感
染
対
ࡦ
の
ܧ
ଓ
と
ప
ఈ
に
、
Ҿ
͖
ଓ
͖
͝
ڠ
ྗ
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
講
師　

小
ྛ
美
登
利
氏

（
ਗ਼
य़
ア
ン
デ
ル
η
ン
主
࠻
）

■
対
象　

市
内
の
小
学
生
親
子

■
定
員

10
組

■
ࡐ
料
費　

１
⁌０
０
０
円

■
申
込
み

11
月
６
日（
金
）

　

～
20
日（
金)(

ฏ
日
の
み
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

（
内
線
２
６
７
・

２
６
８
）

ୈ
11
ճ
ا
ը
展

「

ར
ࢁ
に

を
২
え
৺
に

の

大

さ
を

え
た
ึ
ࡔ

ޫ
」
展

ؔ
࿈
講
座
（
要
申
込
）

　

明
治
時

、
ߥ
れ
た
甘
利
山
に

২
ྛ
を
し
た
ึ
ࡔ

（ޫ
大

町
）。

ͦ
の
木
は
の
ち
に
甘
利
中
学
校
や

甘
利
上
水
ಓ
を
つ
く
る
ࡒ
源
に
な

り
ま
し
た
。

ޫ
の
人
生
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

11
月
14
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
40
分
～
15
時

　
　
　
　
（
開
場
13
時
20
分
）

■
場
所　

ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員

30
名
（
先
着
順
）

■
講
師　

韮
崎
ふ
る
さ
と
Ғ
人

　
　
　
　

ݚ
ڀ
会
会
員

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
12
日（
木
）ま
で
窓
口
ま
た

　

は
電
話
で
受
付
。

　

ふ
る
さ
と
Ғ
人
ࢿ
料
館

☎
２
１Ŗ

３
６
３
６

ึ
ࡔ
ࣗ
વ
公
Ԃ
イ
ベ
ン
ト

ใ

①
ト
レ
ラ
ン
コ
ー
ス
ମ
ݧ

　

ウ
Ỽ
ー
キ
ン
ά
会（
Ӎ
ఱ
中
止
）

　

公
園
内
の
全
長
５
̺
̼
、
ྦྷ
ੵ

ඪ
ߴ
３
５
０
̼
の
ト
レ
ラ
ン
コ
ー

ス
を
า
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
動
き

や
す
い


で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
８
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員

15
名

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
み

11
月
１
日
～
７
日

②

の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
α
ー
ト

　

北
ై
市
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
「
Ｓ
̠
Ｔ
」
に
よ
る
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー

き
語
り
ラ
イ

ϒ
で
す
。

■
日
時

11
月
15
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員

30
名

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
み

11
月
１
日
～
14
日

ᶅ

の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
α
ー
ト

　

北
ై
市
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
「
カ
ϐ
バ
ラ
ス
」
に
よ
る
音
楽

会
で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
日
時

11
月
22
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員

30
名

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
み

11
月
１
日
～
21
日

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ึ
ࡔ
自
વ
公
園

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
η
ン
タ
ー

☎
３
７Ŗ

４
３
６
２

11
݄
1ü
日
は
「
͖
も
の
の
日
」

　
　
　

͖
も
の
ண

͚
ମ
ݧ
教
室

　

自
分
で
着
ら
れ
る
よ
う
に
着
付

け
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
ナ
ー
な
ど
ご

ࢦ
ಋ
し
ま
す
。

■
日
時

11
月
15
日（
日
）ま
で
ຖ

　

日
実
ࢪ
し
ま
す
。
ご
ر
望
の
日

時
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

小
ྛ
方
子
き
も
の
教
室

　
　
　
（
武
田
ڮ
よ
り
ं
で
５
分
）

■
対
象
・
定
員　

女
ੑ
15
名

※
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、
গ
人

　

数
で
実
ࢪ
し
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料
（
先
着
順
）

■
持
ち
物　

き
も
の
・
長
᧤
ᧀ
・

　

ଳ
・
ͦ
の
ଞ
小
物

※
文
化
ி（
県
教
育
委
員
会
）後
ԉ

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

小
ྛ
方
子
き
も
の
教
室

　

☎
・

２
２Ŗ
６
８
１
６

Ξ
メ
リ
カ
ੜ
ま
れ
の
ࢻ
ਓ
Ξ
Ổ
α

Ổ
・
ビ
ナ
Ổ
υ
と
い
っ
し
Ỷ
に
こ

れ
͔
Β
を
ߟ
え
る
会
（
要
予
約
）

　
「
は
だ
͔
の
Ԧ
༷
」
も
マ
ス
ク

を
す
る
の
͔
� 

■
日
時

12
月
６
日（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
17
時
10
分

■
場
所　

東
ژ
Τ
レ
ク
ト
ロ
ン

　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

１
⁌０
０
０
円

    

（
ߴ
校
生
以
下
３
０
０
円
）

■
主
催

市
民
グ
ル
ー
プ
ཅ
な
た

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０Ŗ

６
７
１
６Ŗ

９
６
３
１

（
福
Ԭ
）

☎
０
８
０Ŗ

５
６
４
５Ŗ

７
９
９
３

（
ߴ
見
沢
）

ߕ

ڲ
ਖ਼
展　

中
止
の
お

Β
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染


の
Ө
ڹ
に
よ
り
ຖ
年
11
月
に
実
ࢪ

し
て
い
る
ߕ

ڲ
ਖ਼
展
の
開
催
は

中
止
し
ま
す
。
ご
ཧ
ղ
の
程
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ߕ

ܐ
務
所
ا
画
部
門

　

☎
０
５
５Ŗ

２
４
１Ŗ

８
３
１
１

～～～犯罪被害者等犯罪被害者等犯罪被害者等のためののためののための相談窓口相談窓口相談窓口～～～

໊　শ ి  ൪ ߸ 等
山梨県൜ࡑඃ者等૯合支援૭口 ☎ 055-223-4180

察૯合相ஊ室ܯ ☎ 055�233�9110または
「�9110」

ੑ力 110 番 「�8103」または
☎ 055-224-5110('"9݉ 用）

ϠングテレフΥン ☎ 055-235-4444('"9݉ 用）

韮崎ܯ察ॺܯ察҆全相ஊॴ ☎ 0551-22-0110

（公ࣾ）ඃ者支援センターやまなし ☎ 055-228-8622

やまなしੑ力ඃ者
サポートセンター「かいさΆももこ」 ☎ 055-222-5562

※ి話相ஊの受付⾣平日8時30分～17時15分
（察ॺ、'"9は24時間ܯ、察૯合相ஊ室、ੑ力110番ܯ	　
※（公ࣾ）ඃ者支援センターやまなし、 やまなしੑ力ඃ者サポー
　トセンター⾣平日10時～ 16時

　県ܯ察等では、൜ࡑඃ者等のための各種相ஊ૭口をઃஔし、
ෆにして൜ࡑඃにૺΘれた方やそのご家（ごҨをؚむ。）
からの相ஊにԠじています。

■問い合わせ　韮崎ܯ察ॺ ܯ課　☎22Ŗ0110

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
延
期
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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エフエム八ヶ岳内の番組「ニーラ韮崎すまいるニコリ」でも、感謝のメッセージを募集します。
日頃お世話になっているあの人へ、ラジオで感謝の気持ちを届けませんか？
■募集期間　12月25日（金）まで
■応募方法　エフエム八ヶ岳ホームページのお問い合わせフォームからご応募ください。
　　　　　　（お問い合わせ内容に番組名、ラジオネーム、メッセージをご記入ください。）
■問い合わせ　総合政策課 政策推進担当 （内線 356）




